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調査の様子
前ページで記した２つのルートにある露頭を観察し、走向・傾斜が測れるところではクリノメータを使用して測定を行いました。

どちらのルートでも、南にゆるく傾斜した地層が見られました。また、北から南への岩相の変化も似ていて、この２つのルート間で地層を

つなげることができそうです。 写真をクリックすると、それぞれ大きな写真を見ることができます。

犬木の不整合

クリノメータによる走向・

傾斜の測定方法

川を渡る

ジオパーク

秩父

【調査ルート以外で

見られる周辺地域で

の主な地質見どころ】

スランプ褶曲 底痕 斜交層理 ようばけ貝化石
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解説調査の様子 ジオパーク秩父

☜ 「調査の様子」に戻る

調査した地域は「ジオパーク秩父」に認定されています。
2018年9月現在、 44地域の日本ジオパークが認定されており、その内9地域がユネスコ世界ジオパークです。

http://www.geopark.jp/

http://www.geopark.jp/


露頭が川の対岸にあることもあります。
浸水しないように協力して川を渡ります。

クリック
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解説調査の様子 川を渡る

次へ ☞
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解説調査の様子 川を渡る

☜ 「調査の様子」に戻る

結局、濡れてしまったようです。



5

解説調査の様子 褶曲した地層

☜ 「調査の様子」に戻る

砂泥互層
激しく褶曲しています。
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解説調査の様子 貝化石を産出した砂岩層

☜ 「調査の様子」に戻る

アルコース（花崗岩質）砂岩層
ここでは二枚貝化石を見つけました。



7

解説調査の様子 不整合

☜ 「調査の様子」に戻る

写真では分かりずらいですが、指をさしているところの上と下では岩石の種類が違っています。
ここが不整合面です。
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解説調査の様子 林道を歩く

☜ 「調査の様子」に戻る

露頭を探しながら林道を歩いていきます。
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解説調査の様子 砂泥互層

☜ 「調査の様子」に戻る

砂泥互層
砂岩は泥岩より風化されにくいのが分かります。
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解説調査の様子 アルコース質砂岩層

☜ 「調査の様子」に戻る

不整合の直上にあるアルコース質砂岩層
アルコース質砂岩は石英、長石、雲母といった花崗岩を構成する鉱物と同じ組成の砂岩です。
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解説調査の様子 平行層理が発達した細粒砂岩

☜ 「調査の様子」に戻る

平行層理が発達した細粒砂岩
層理に沿って板状に割れています。
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解説調査の様子 不整合②

☜ 「調査の様子」に戻る

沢沿いのルートで観察した不整合
ハンマーから左側が玄武岩、右側が砂岩層です。境界ははっきりしていません。
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解説調査の様子 貝化石

☜ 「調査の様子」に戻る

砂岩より採集した貝化石
調査ルートの南の吉田川岸の露頭で採集した貝化石です。壊れた貝殻が密集しています。

この貝化石を採集した露頭
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解説調査の様子 スランプ褶曲

☜ 「調査の様子」に戻る

スランプ褶曲をした砂泥互層
地層が固まる前の柔らかい状態の時に海底地すべりなどが起きて力がかかり、曲げられた状態のまま固まったものといわれています。
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解説調査の様子 底痕

☜ 「調査の様子」に戻る

砂岩の底面に見られる底痕（ソールマーク）
まだ固まっていない泥の上に砂が堆積した際に、流れの作用などによる痕跡が残ったものです。
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解説調査の様子 斜交層理

☜ 「調査の様子」に戻る

砂泥互層中の斜交層理
一般的な層理に斜交して見られる層理を斜交層理といいます。堆積した時の水流の方向などが推定できます。
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解説調査の様子 犬木の不整合

☜ 「調査の様子」に戻る

犬木の不整合
秩父盆地の西縁にある不整合の露頭です。天然記念物に指定されているため、見学路などが整備されています。
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解説調査の様子 ようばけ

☜ 「調査の様子」に戻る

ようばけ
砂泥互層の大きな崖です。ここでは多数の化石が産出しますが、天然記念物に指定されているので採取はできません。


